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ま
で
届
ぐ

刑
部
練
り
ご
め
き

花
が
…

傍
を
あ
け
る

）
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る



／㌻

の
サ
ー
ク
ル
会
員
　
大
募
集
〃

あ
な
た
の
生
き
が
い
づ
く
り
応
援
し
ま
す

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

男
女
年
齢
は
自
由
で
す
。
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
身
体
を
動
か
せ
る
人
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
昼
の
部

●
と
き
　
第
二
火
職
日
・
第
回
火
聯
H

午
前
1
0
時
－
正
午

●
と
こ
ろ
　
第
一
武
道
場

▽
夜
の
部

●
と
き
　
第
二
木
曜
日
・
第
四
木
曜
日

午
後
1
時
5
0
分
－
9
時

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
会
費
　
月
八
百
円

●
申
し
込
み
　
梅
田
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
1
（
夜
の
部
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
0
4
（
昼
の
部
）

リ
ン
ク
ス

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

北
九
州
リ
ー
グ
加
盟
を
将
来
的
な
目

標
と
し
、
試
合
に
勝
つ
た
め
、
繊
細
な

個
人
技
と
、
強
固
な
組
織
プ
レ
ー
を
餐

成
す
る
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
日
照
H
　
年
前
9
時
～

1
2
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
　
み

ど
り
の
広
場

※
使
用
で
き
な
い
場
合
は
、
他
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
移
動
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
遠
賀
町
在
住
の
社
会
人

（
稿
校
生
も
可
）

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
同
時
募
集
し
て
い

ま
す
　
（
社
会
人
の
方
）

●
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
一
万
円

（
高
校
生
は
月
会
費
の
み
）

●
申
し
込
み
　
橋
本
清
典
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
9
5
1

雷
門
ジ
三
一
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

小
学
生
男
女
、
み
ん
な
集
ま
れ
！

指
導
方
針

．
、
心
身
を
き
た
え
、
礼
儀
止
し
さ
を

身
に
つ
け
る
。

、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
適
し
て
、
た
く

さ
ん
の
友
達
を
つ
く
る
。

一
、
明
る
く
楽
し
い
ハ
レ
ー
を
日
さ
す
。

●
と
き
　
毎
週
火
・
金
曜
H
　
午
後
5

時
0
0
分
～
1
時
5
0
分

土
曜
日
　
午
後
3
時
－
5
時

●
と
こ
ろ
　
島
門
小
学
校
体
育
館

●
会
費
　
月
千
五
百
円

●
指
導
者
　
富
原
征
刑
部
さ
ん
、
中
野

弘
さ
ん

●
申
し
込
み
　
富
原
征
四
郎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
1
3
1
　
又
は
面

接
会
場
へ

遠
賀

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

男
子
・
女
子
大
募
集
。
青
年
か
ら
壮

年
ま
で
一
緒
に
洋
を
流
し
て
、
楽
し
い

ハ
レ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
毎
週
水
・
土
曜
日
　
午
後
1

時
釦
分
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
南
中
体
育
館

●
会
費
　
月
五
百
円

●
申
し
込
み
　
富
原
征
四
郎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
1
3
1
　
又
は
直

接
会
場
へ

油
絵
虹
の
会

元
第
一
美
術
協
会
会
員
、
水
上
充
先

生
の
分
か
り
や
す
い
指
導
の
も
と
、
楽

し
く
油
絵
を
描
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
絵
画

の
鑑
賞
、
郊
外
の
写
生
等
楽
し
く
揃
い

て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
木
曜
日
　
月
四
回
　
午

後
1
時
－
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
会
費
　
月
一
．
．
十
円
、
入
会
金
不
要

●
申
し
込
み
　
川
本
忠
雄
さ
ん

℡

　

（

2

9

3

）

　

1

1

3

2

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

同
好
会

健
康
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

●
と
き
　
毎
週
第
二
・
第
四
土
曜
日

午
後
1
時
5
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
総
合
ク
ラ
ウ
ン
ト

●
対
象
　
4
0
脆
以
上
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
好
き
な
人

●
会
費
　
年
五
千
回
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

含
む
）
、
入
会
金
千
円

●
申
し
込
み
　
萩
尾
修
身
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

遠
賀
太
鼓
の
会

郷
士
芸
能
と
音
少
年
健
全
の
育
成

●
と
き
　
毎
週
火
・
1
晒
日
　
（
火
曜
日

は
午
後
1
時
5
0
分
か
ら
、
土
曜
日
は

午
後
8
時
か
ら
）

●
と
こ
ろ
　
滝
本
武
道
場

●
対
象
　
小
学
生
以
上

●
会
費
　
無
料

●
申
し
込
み
∴
秦
総
．
郎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
1
9
8



‾〕、、

広
海
中

卓
球
ク
ラ
ブ

瞬
時
の
判
断
力
を
養
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
1
時
0
0

分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
体
育
館

●
対
象
　
卓
球
の
好
き
な
人
、
※
年
輩

者
に
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ラ
ー

ジ
・
ボ
ー
ル
を
指
導
し
ま
す
。

●
会
費
　
年
五
千
円
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

含
む
）
、
※
小
中
学
生
は
ス
ポ
ー
ツ

保
険
の
み

●
申
し
込
み
　
萩
尾
修
身
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

遠
賀
町

少
年
相
撲
教
室

●
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
6
時
0
0

分
～
8
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
相
撲

場
●
対
象
　
町
内
の
小
中
学
生

●
会
費
　
月
千
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
内
遠
賀
町
体
育
協
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

合
気
道
「
一
心
会
」

合
気
道
で
心
と
体
を
鍛
え
、
ス
リ
ム

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
性
別
を
問
わ
ず
、

だ
れ
に
で
も
で
き
る
武
道
で
す
。
も
ち

ろ
ん
昇
段
も
あ
り
ま
す
。
護
身
や
心
身

鍛
練
、
肥
満
の
解
消
、
美
容
と
健
康
増

進
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
月
・
金
曜
日
の
午
後
6

時
5
0
分
か
ら
8
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

●
対
象
　
中
学
生
以
上
の
一
般
男
女

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
多
門
芳

雄
さ
ん
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
2
0

手
作
り
で
、
自
分
の
体
に
合
っ
た
お

洋
服
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
を
対
象
に
、
年
齢
を
問
わ
ず
、

十
五
人
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
1
0
時
－

正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
会
費
　
月
二
千
円

●
申
し
込
み
締
切
日
　
4
月
2
5
日
　
（
5

月
か
ら
授
業
を
始
め
ま
す
。
）

●
申
し
込
み
　
井
口
妙
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
3
2
9

お
ん
が
短
歌
会

一
度
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
毎
月
第
四
日
曜
日
　
午
後
1

時
1
4
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
窒

●
会
蜜
　
月
千
円

●
申
し
込
み
一
日
房
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
0
2
1

遠
賀
俳
友
句
会

ひ
と
月
二
回
で
一
回
二
時
間
。
だ
か

ら
一
か
月
に
四
時
間
の
集
会
で
す
ネ
。

老
人
大
学
に
通
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、

楽
し
く
友
達
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日

午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
男
女
、
年
齢
は
問
わ
ず

●
会
費
　
月
五
百
円
、
入
会
金
不
要

●
申
し
込
み
　
玉
野
信
彦
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
0
1

遠
賀
手
話
の
会

昨
今
で
は
、
テ
レ
ビ
等
で
聴
力
障
害

者
と
健
常
者
と
の
言
葉
の
か
け
橋
と
し

て
、
手
話
が
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
多
数
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
1
時
～

8
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
二
階

（講義室）

●
対
象
者
　
小
学
4
年
生
以
上

●
会
費
　
年
会
費
　
大
人
二
千
円
、
学

生
千
円
、
入
会
金
不
要

●
申
し
込
み
　
添
田
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
（
昼
間
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
9
4
6
　
（
夜
間
）

弓
道
教
室

一
度
、
弓
を
引
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
校
生
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き
　
5
月
2
5
日
か
ら
6
月
2
0
日
ま

で
の
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
　
午
後

2
時
～
4
時
、
午
後
1
時
－
9
時
の

二
部
制

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
内
弓

道
場

●
会
費
　
千
円

●
申
し
込
み
　
池
田
紀
元
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
1
9

健
康
づ
く
り

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
人
の
た
め

に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
通
し
て
健
康
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
平
成
8
年
4
月
2
4
日
か
ら
9

月
2
5
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
　
午
後

1
時
0
0
分
か
ら
9
時
5
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
町
内
外
問
わ
ず
運
動
の
で

き
る
人

●
会
費
　
月
千
円
（
初
回
は
別
に
保
険

料
が
千
三
百
円
必
要
で
す
）

●
服
袈
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
及
び
運
動

の
で
き
る
服
装

●
指
導
者
　
日
本
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

公
認
指
導
審
判
員
他

●
申
し
込
み
　
4
月
2
0
日
ま
で
に
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
　
℡
（
2
9
3
）

「
3
4
3
4

遠
賀
剣
道
教
室

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
！
「
コ

テ
ー
・
メ
ン
・
ド
I
L
と
大
き
な
声
で

言
え
る
元
気
な
子
ど
も
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
女
の
子
も
大
歓
迎
。

●
場
所
・
日
時

▽
第
一
武
道
場
＝
毎
週
月
・
金
曜
日
▽

遠
賀
南
中
学
校
武
道
場
＝
毎
週
水
・
土

曜
日
▽
島
門
小
学
校
体
育
館
＝
毎
週

水
・
土
曜
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
6
時
か
ら
1

時
3
0
分
ま
で

●
入
会
希
望
者
は
4
月
2
2
日
　
（
月
）
　
午

後
6
時
に
第
一
武
道
場
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
藤
芳
生
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
0
9
4

に
じ
の
会

（
子
ど
も
の
本
を
楽
し
参
会
）

本
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
世
界
が
、

そ
し
て
私
た
ち
自
身
の
世
界
が
広
が
る
と

い
い
な
I
・
と
始
め
た
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
で
す
。
布
絵
本
も
作
り
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
1
0
時
～

正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
会
費
　
月
三
百
円

●
申
し
込
み
　
豊
丹
生
裕
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
8
5
9



〆

田
園
卓
球
ク
ラ
ブ

軽
装
で
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ
さ
え

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
楽
し
く
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
一
度
見
学
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
1
0
時
～

正
午

●
と
こ
ろ
　
パ
ス
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
体
育
館

●
対
象
者
　
年
齢
、
経
験
の
有
無
を
問

い
ま
せ
ん
。

●
会
費
　
月
四
百
円
、
入
会
金
千
円

●
申
し
込
み
　
郷
田
百
合
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
3
0
8

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

遠
賀
第
二
回

野
外
を
活
動
の
場
と
し
、
幼
稚
園
児

か
ら
高
校
生
ま
で
一
貫
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
遊
び
の
中
か
ら
体
で
学
び
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
発
活
動
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
日
曜
日
　
（
第
三
日
曜
日

は
除
く
）
　
午
前
1
0
時
－
正
午

●
と
こ
ろ
　
旧
商
工
会
館
　
（
駅
前
通
）

他
コ
ミ
セ
ン
広
場

●
対
急
者
　
幼
稚
園
年
長
組
か
ら
大
人

ま
で
　
（
団
員
・
指
導
者
と
ち
ら
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
。
）

●
会
費
　
月
千
五
百
円
、
入
会
金
五
千
円

●
申
し
込
み
　
岡
さ
ん
　
℡
（
2
9
3
）

2
1
1
1
、
奥
村
さ
ん
　
℡
　
（
2
9

3
）
　
3
9
3
1

※
見
学
参
加
歓
迎

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

同
好
会

楽
し
い
名
曲
に
の
っ
て
、
美
容
と
健

康
の
た
め
皆
さ
ん
と
一
緒
に
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
7
時
0
0

分
－
9
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
松
ノ
本
公
民
館

●
対
象
者
　
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ

ん
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。
特
に
初

心
者
歓
迎
し
ま
す
。

●
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
千
円

●
申
し
込
み
　
岡
村
和
美
さ
ん
℡
　
（
2

9
3
）
　
3
3
1
0
　
ま
た
は
木
田
初

子
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
5
8

実
践
ホ
タ
ル
の
会

I
R
遠
賀
川
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
や
放
置

自
転
車
の
片
付
け
、
未
成
年
の
喫
煙
の

注
蕪
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
知
恵
と
力
を
か
し
て
く
だ
さ

い。●
と
き
・
と
こ
ろ
　
別
途
会
員
で
協
議

の
上
決
定
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
や
る
気
の
あ
る
人
で
中
学

生
以
上
の
男
女

●
会
費
　
年
千
円
　
（
コ
ピ
ー
代
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
代
）

●
申
し
込
み
　
松
本
隆
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
2
1
1

島
門
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

4
月
か
ら
発
足
す
る
新
し
い
小
学
生

女
子
の
ハ
レ
ー
ホ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。

ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
友
達
を
つ
く

り
、
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
後
5

時
～
1
時
5
0
分
、
土
曜
日
　
午
後
1

時
－
3
時

●
と
こ
ろ
　
島
門
小
学
校
体
育
館

●
対
象
者
　
遠
賀
町
在
住
の
小
学
生
女

子
●
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
千
円

●
申
し
込
み
　
花
田
美
佐
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
8
0

健
康
ア
イ
体
操

ス
ト
レ
ッ
チ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ダ

ン
ス
な
ど
の
動
き
の
中
で
筋
力
ア
ッ

プ
、
体
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
心

と
身
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き
－
・
と
こ
ろ

▽
月
曜
日
　
午
前
1
0
時
1
5
分
～
日
時
4
5

分
　
第
一
武
道
場

▽
火
曜
日
　
午
後
8
時
－
9
時
0
0
分

広
瀬
公
民
館

●
対
象
者
　
女
性
　
（
1
8
歳
以
上
）

●
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
千
五
百

円
●
申
し
込
み
　
岩
遽
七
美
恵
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
3

ー
轄
輩
麗
－
麗



▲遠賀町では、さまざまな企業やボランティア団体が、ゴミの回収活動を行っている。

しかし捨てられるゴミは後をたたない。

∴

次
の
世
代
に
美
し
い
自
然
を
残
し
た
い

コ
ミ
が
ひ
と
つ
も
落
ち
て
い
な
い

町
、
清
潔
で
美
し
い
遠
賀
町
を
め
ざ
し
、

町
ぐ
る
み
で
環
境
の
美
化
に
取
り
組
む

た
め
の
　
「
遠
賀
町
環
境
美
化
に
関
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
一
年
が
過
ぎ
ま

した。し
か
し
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
ポ
イ
捨

て
さ
れ
た
空
き
缶
や
空
き
ピ
ン
、
弁
当

箱
の
殻
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
散
乱
し

て
い
ま
す
。
な
ぜ
ポ
イ
捨
て
が
な
く
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

ミ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
に
、
身
近
な
環
境
へ
の

配
慮
は
決
し
て
商
い
と
は
言
え
な
い
よ

う
で
す
。
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、

町
の
美
観
を
損
な
う
た
け
で
な
く
、
自

然
の
生
態
系
を
も
狂
わ
せ
て
し
ま
う
重

大
な
間
題
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
そ
う
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

ま
ざ
れ
も
な
く
私
た
ち
人
間
で
す
。
し

か
し
、
ポ
イ
捨
て
を
思
い
と
ど
ま
り
、

自
然
を
守
る
努
力
が
で
き
る
の
も
ま

た
、
私
た
ち
人
間
な
の
で
す
。

る
場
所
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

ポ
イ
捨
て
を
す
る
人
に
も
多
少
の
罪
悪

感
は
あ
る
よ
う
で
す
。
「
ゴ
ミ
を
扱
げ

捨
て
な
い
。
」
だ
れ
も
が
分
か
っ
て
い

る
こ
と
・
・
・
。
し
か
し
、
こ
れ
が
守

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
捨
て

る
側
の
意
識
を
変
え
る
だ
け
で
、
ポ
イ

捨
て
の
問
題
は
解
決
す
る
の
で
す
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
再
出
発

や
め
よ
う
ポ
イ
捨
て
！

例
え
ば
、
あ
る
人
が
な
に
げ
な
く
ポ

イ
と
道
端
に
捨
て
た
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き

缶
。
こ
の
空
き
缶
が
、
自
然
に
か
え
る

ま
で
に
、
ス
チ
ー
ル
缶
で
百
年
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
缶
で
は
五
百
年
以
上
の
時
間

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
気
づ
い
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
町
内
の
道
端
、
川
、
農
地
、
空
き

地
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
中
で
環
境
問
題
、
特
に
ゴ

町
民
の
モ
ラ
ル
の

向
上
に
努
め
よ
う

な
ぜ
ポ
イ
捨
て
は
、
後
を
絶
た
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
原
因
の
一
つ
に
私
た

ち
白
身
の
モ
ラ
ル
　
（
道
徳
）
　
の
低
下
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
「
だ
れ
も
見
て
い
な

い
か
ら
」
「
自
分
一
人
ぐ
ら
い
が
捨
て

た
っ
て
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
捨
て

て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
中

に
は
堂
々
と
捨
て
る
人
も
い
ま
す
が
、

大
半
の
ゴ
ミ
は
、
物
陰
の
人
目
に
つ
き

に
く
い
場
所
や
す
で
に
散
ら
か
っ
て
い

遠
賀
町
が
制
定
し
た
こ
の
条
例
に
は

罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
罰
則
規
定

を
設
け
る
設
け
な
い
に
つ
い
て
は
、
賛

否
両
論
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
の
条
例
の
ね
ら
い
は
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
美
化
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
、
つ
」
と
い
う
こ

と
で
、
「
処
罰
す
る
」
　
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
の
な
い
遠
賀

町
を
め
ざ
し
、
町
は
全
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
ポ
イ
捨
て
防
止
に

は
そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と

協
力
な
し
に
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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た
く
さ
ん
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福

　

祉

　

ま

　

つ

　

り

3
月
1
6
日
・
1
7
日
に
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
ふ
れ
あ
い

の
里
セ
ン
タ
ー
の
2
会
場
で
、
遠
賀
町
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
6
日
に
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
前
夜
祭
で
は
、

ふ
れ
あ
い
塾
生
と
商
都
保
育
園
児
等
の
皆
さ
ん
が
、
「
名
探
偵
ま
て
じ
い
・

消
え
た
獅
子
頭
」
　
の
演
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
1
7
日
に
は
ふ
れ
あ
い
の
里

セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
遠
賀
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
啓
発
を
主

に
、
気
功
実
演
会
、
落
語
独
演
会
、
骨
密
度
検
査
や
模
擬
店
、
実
習
・
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
、
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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ソフトバレーボール大会

3月3日に遠賀勤労者体育センターで、24

チームが参加してソフトバレーボール大会が

行われました。結果は次の通りです。

●Aパート　優　勝●田園Aチーム

準優勝：広渡Cチーム

●Bパート　優　勝：若松Aチーム

準優勝：別府Aチーム
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主

遠
賀
町
出
身
の
歌
手

天
の
川
赤
来
さ
ん
が

役
場
を
表
敬
訪
問

地
元
遠
賀
町
出
身
の
歌
手
、
天
の
川
未
央
さ
ん

が
、
3
月
1
9
日
に
役
場
を
表
敬
訪
問
し
、
町
長
に
デ

ビ
ュ
ー
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

天
の
川
さ
ん
は
去
年
、
「
玄
海
お
ん
な
節
」
　
で
デ

ビ
ュ
ー
し
、
現
在
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
新
人
歌

手
で
、
今
回
の
表
敬
訪
問
は
、
仕
事
で
福
岡
に
行
く

途
中
、
役
場
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
の
ま
す
ま

す
の
こ
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

関



くらしの

役場293－1234

中興公民績

展示ロビーだより

●展示作品

能面・彫刻

●日赤細田

4月26日（金）まで

バドミントン教室
を開催します

′、ドミントンは「遊び」として

も広く普及していますが、教室で

ハトミントンの基礎を習ってみま

せんか。初心者でも安心。ママさ

んクラブの人が丁寧に指導いたし

ます。

●とき　5月1日から6月19日ま

での毎週水昭H（8回コース）

午前10時一正年

●ところ　違質勤労者体育セン

ター

●参加費100lii（保険料として）

●持参品　室内シューズ、タオル

（ラケットは無料1部ilL）、ト

レーニングウェア上・卜

●申し込み∴4月22日（用　まで

に教育委員会体育振興係へ

℡（293）1234

／㌃

不要Iこ檎った

鯉のぼりを
おゆずりくださしl

町教育委員会では、毎年春

に行っている「子とも祭り」

で飾る鯉のぼりを探していま

す。こ家庭で不要になった鯉

のぼりがありましたら、社会

教育課までご一報ください。

℡（293）1234

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
2
3
日
　
（
火
）
　
＜
受
付
1
－

午
前
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分
＞

●
と
こ
ろ
　
逓
質
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
栄
養
士
に
よ
る

栄
饗
指
導
、
離
乳
食
試
食
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
係

ポ
リ
オ
予
防
接
種
が

あ
り
ま
す
（
生
ワ
ク
チ
ン
）

●
と
き
　
4
月
1
7
日
　
（
水
）
　
《
受
付
＝

午
後
1
時
1
0
分
－
1
時
3
0
分
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
0
0
か
月
の
乳

幼
児

●
服
用
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

あ
け
て
二
回
服
用

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
係

国
税
専
門
官
を
募
集
し

ま
す
（
大
学
卒
業
程
度
）

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
4
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
的
年
4
月
1
日
ま
で
に
葦
ま

れ
た
人

●
受
付
期
間
　
5
月
1
円
－
5
月
1
4
日

●
試
験
日
　
6
月
2
2
日
・
2
3
日

●
試
験
会
場
　
福
岡
大
学
高
富
校
舎

※
詳
し
く
は
、
福
岡
国
税
局
人
事
第
二

課
　
℡
0
9
2
　
（
4
1
1
）
　
0
0
3

1
　
ま
た
は
若
松
税
務
署
総
務
課

℡
　
（
1
6
1
）
　
2
5
3
6
　
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戦
没
著
の
嚢
及
び
父
母
等
の
皆
様
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
時
効

が
き
ま
す

〇
第
十
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債

を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
に
、

額
面
百
八
十
万
円
、
第
十
四
回
特
別

給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受
け
ら
れ

た
戦
没
者
の
父
母
等
に
、
額
面
九
十
万

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
請
求
期
間
は
平
成
8
年
5
月
1
8
日
ま
で
。

○
請
求
手
続
及
び
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
間
・
遠
賀
地
区

「
少
年
の
船
」
　
団
員
と

ス
タ
ッ
フ
募
集

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
現
地
で
の
自

然
観
察
を
行
い
な
が
ら
剛
体
生
活
の
楽

し
さ
と
社
会
参
加
の
忠
義
を
学
び
ま
せ

ん
か
。
中
間
・
遠
錆
地
区
「
少
年
の
船
」

実
行
委
員
会
で
は
、
聯
輿
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
－
　
8
月
7
日
ー
日
日

●
と
こ
ろ
　
屋
久
島

●
募
集
人
貝
　
▽
団
員
＝
八
十
人

▽
ス
タ
ッ
フ
I
I
二
十
人
程
度

●
参
加
資
格
　
▽
団
員
＝
遠
賀
郡
・
中

間
市
に
住
む
小
学
4
年
生
か
ら
中
学

校
2
年
星
ま
で
▽
ス
タ
ッ
フ
＝
1
8
歳

以
上
　
（
島
校
牛
は
除
く
）

●
参
加
費
用
　
▽
聞
只
＝
小
学
生
七
万

五
千
円
、
中
学
生
八
万
三
千
円
▽
ス

タ
ッ
フ
＝
七
万
円
程
度

●
申
し
込
み
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
4

月
1
5
日
か
ら
5
月
1
0
日
ま
で
に
実
行

委
嘱
会
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
中
間
・
遠
賀
地
区

「
少
年
の
船
」
実
行
委
員
会
の
武
谷

さ
ん
　
℡
　
（
2
8
2
）
　
6
2
6
1

青
年
海
外
協
力
隊
員
の

募
集
説
明
会
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
2
3
日
　
（
火
）
　
午
後
6
時

0
0
分
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
小
倉
K
M
M
ビ
ル
四
隅
第

四
号
会
議
室

●
内
容
　
派
運
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
簿

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
協
力
隊
広
報
映
画
の
上
映
や
隊

員
O
B
、
O
G
の
体
験
発
表
も
あ
り

ま
す
。
入
場
料
、
予
約
等
は
一
切
不

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
企
画
振
興
部

国
際
交
流
課
　
℡
0
9
2
（
6
5
1
）

1

1

1

1

内

線

2

4

1

5



老人短期保護新規事業

（ナイトケア）を実施します
遠質町では、老人短期保護事業として、平成7年度

までは要介護老人（ねたきりの老人等）を対象に、

ショートステイ事業（特別義認老人ホーム「遠賀園」

で、・時的に対象者を預かりお世話する事業）を実施

していましたが、平成8年度からこれに加えて、特に

痴呆性老人を対象に、ナイトケア事業（「遠賀園」で

対象者を夕方から翌朝まで預かりお世話する事業）を

開始します。

両事業とも家で要介護老人のお世話をされている人

が、日ころの介護疲れをいやしたり、学校行事等への

参加、あるいは旅行などされる際の支援事業となって

いますので、お気軽にご利用ください。本年度の利用

料余は、ショートステイが1日につき2，140円、ナイ

トケアが1泊につき1，430円で、生活保護世帯の人は

無料となっています。

なお、本年度からこの老人短期保護事業の利用申請

手続きを簡素化するため、利用券方式を導入します。

この利用券方式は、1年度に1回、利用券の交付申請

手続をすれば、その年度末までの有効期限のある利用

券が交付され、この利用券でその年度中、何度でも

ショートステイ・ナイトケアの利用ができます。

詳しくは、役場福祉課まで

お問い合わせください。

細ろう、考えよう、取り粗もう

4月21日（日）～4月27日㈲

昨年4月豊前市で、さらに今年1月城島町でも中学生が、い

じめを受けた内容の遺書を残して自らの命を絶ってしまいまし

た。子どもたちを死へと追いつめる「いじめ」とは何か。今こそ、

いじめ問題について「知る」「考える」「取り組む」ことが必要

です。福岡県では、このような不幸な出来事を再び起こさない

ため、4月の第四週を「いじめ」ストップ週間として次のとお

りキャンペーンを行います。

1　街頭キャンペーン　4月22日（月）　福岡市ほか

2．講演会、シンポジウム　4月26日（金）午後1時一4時

アクロス福岡（入場無料）

3．テレビ討論会　4月12日（金）深夜1時－5時　KBCテ

レビ

4．「県民の声」コンクール・作品募集

※キャンペーンについてのお問い合わせは、福岡県青少年対策

課　℡092（651）1111内線2781　までおたず

ねください。

‾言．

青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な
雑
誌
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
の
図
書

類
や
、
青
少
年
を
性
犯
罪
に
巻
き
込
む
お
そ
れ
の
あ
る
　
「
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
等
営
業
」
　
を
規
制
す
る
た
め
、
福
岡
県
青
少

年
健
全
育
成
条
例
が
改
正
さ
れ
、
平
成
8
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
　
「
図
書
類
」
の
定
義
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
や
シ
ー
デ
ィ
ー
ロ
ム
、
フ
ロ
ッ

ピ
ィ
デ
ィ
ス
ク
な
と
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

②
　
青
少
年
に
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
等
を
利
用
さ
せ
な
い
た
め
、
営
業
が
規
制

さ
れ
ま
し
た
。

ア
　
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
等
営
業
所
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
利
用

カ
ー
ド
の
自
動
販
売
機
は
、
届
出
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〔
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
〕

イ
　
青
少
年
に
対
し
、
利
用
カ
ー
ト
の
販
売
や
貸
付
等
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
〔
違

反
す
る
と
謡
せ
ら
れ
ま
す
。
〕

ウ
　
自
動
販
売
機
に
よ
る
利
用
カ
ー
ド
の
販
売
は
、
県
下
全
域
　
（
法
令
等
で
青
少
年

が
入
場
で
き
な
い
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
場
所
を
除
く
）
　
で
禁
正
さ
れ
ま
し
た
。

〔
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
〕

注
‥
営
業
及
び
販
売
の
禁
止
は
、
経
過
措
置
と
し
て
下
記
の
時
期
ま
で
は
営
業
等
が

で
き
ま
す
。

●
利
用
カ
ー
ド
の
自
動
販
売
機
の
販
売
目
的
の
収
納
禁
止
－
平
成
8
年
9
月
0
0
H
ま

で
●
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
形
式
の
ツ
ー
シ
ョ
ノ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
営
業
－
言
†
戌
1
0
年
3
月
3
1
日

ま
で

※
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
企
画
振
興
部
県
民
生
活
局
指
導
係

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

　

内

線

2

1
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み
ん
な
で
育
て
よ
う

日
田
園
田



遠賀のむかしはな �しは休みましたo　　　乞　＿〇一一一一 

国民年金に �ついてのお尋ねは、　　　　　　　　　役場国保年金係℡（293）1234へ 

胴，　　　　　　　　　　　　　　　　　墓園書証∃臆に†案‡三園漢・三園 

2つの特例措置 �－Jle �ぜひご一読ください 

年金制度は、難しいもの。だからといって保険料を未納のままにしておいたり大切な届

け出を忘れたりすると、将来年金が受けられなくなるなどの不利益をこうむることがあり

ます。そこで、このような人たちを救済するための特例措置がもうけられました。「年金

を受けるには、保険料納付済期間と保険料免除期間を合わせて原則25年以上必要です。」

このことをまず、頭に匿いて、2つの特例措置を見てみましょう。

届出期間は平成9年3月まで 

第3号被保険者の特例届出 

第3号被保険者は本人の結婚、離婚、退職、再就職のと
き、また配偶者の退職、再就職、死亡なとのときに、その
つど届け出が必要とされています。

もし届け出がされなかった場合、その期間が未納となっ

てしまい、将来年金が受けられなくなる・満額の年金が受

けられないなどの不利益をこうむることになります。

このような人を救済するために、I封ナ曲をするかすで第

3号被保険者の未納期間が納付済期間として認められるこ

とになりました。ただしこの特例届出ができるのは平成7

年4月から平成9年3月までの2年間かすです。

圏量」圃
●検集や自営業の人などは
日本国内に住んでいる展柴、漁業、自営業、

自由業などのサラリーマンでない人、学生、

無職の人などで20歳以上60歳未満の人は第1

号被保険者となります。加入の手続きや保険

料の納付は、市区町村役場で行います。

つ無鍬すために 
8887暇までの特例任訓入 

現在、保険料の未納が原因で65歳まで任厳加入しても年

金を受給するための期間が足りない人がいます。

このような無年金者をなくすため、平成7年4月から65

歳以上70歳未満の間も任意加入ができるようになりまし

た。今まで年金をあきらめていた人も、もう　一度1日介の年

金を点検してみてください。

この制度を利用できる人は、『①平成7年4月1日現在

で40歳を超えている（至氾5歳までに老齢基礎年金の受給資格

年数が25年に満たない情　この2つの婁件を満たしている

人です。

●会社や役所に勤める人は
会社や役所に勤めるサラリーマン、OLは厚

生年金や共済組合（こ加入しますが、同時に国

民年金の第2号被保険者でもあります。

厚生年金への加入手続や保険料の納付は、事

業主がやってくれますが、第1号i卜第2号へ

の種別変更届は、個人で行う必要があります。

●サラリーマンの奥さんなどは

籍2号被保険者に扶禁されている配偶者で、

20歳以上60殿未満の人は、第3号被保険者に

在ります。健康保険柾などを持って、お住ま

いの市区町村に必ず届け出をしてください。

保険料は、厚生年金や共済組合の方で負担す

る仕組みになっていますから、ご自分で納め

る必要はありません。

発行　福岡鵬を飯綱遠質町大字今古賀513遠質町役場企I蟻課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

園
田
回
国

春
眠
暁
を
覚
え
ず
　
－
　
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
の
季
節

で
あ
る
。
何
か
に
つ
け
て
飲
む
事
の
多

い
こ
の
時
期
、
二
日
酔
い
で
頭
が
上
が

ら
ず
と
も
、
こ
の
言
葉
で
キ
レ
イ
（
，
）

に
片
が
つ
く
。
と
い
っ
て
も
他
の
季
節

が
酒
も
飲
ま
ず
に
早
起
き
か
と
い
う

と
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
∪

花
が
大
変
キ
レ
イ
な
時
期
で
も
あ

り
、
桜
の
化
は
言
う
に
及
ば
ず
、
し
つ

こ
く
咲
い
て
い
る
薬
の
化
や
今
だ
に
鮮

や
か
な
桃
の
花
な
ど
様
々
な
色
が
咲
き

乱
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
や
は
り
桜

の
花
に
は
、
い
つ
も
な
が
ら
イ
サ
キ
ヨ

サ
を
感
じ
る
。
毎
年
見
事
に
満
開
と
な

り
人
を
喜
ば
せ
た
か
と
思
う
と
、
バ
ツ

と
見
事
に
敵
っ
て
い
く
。
風
に
吹
か
れ
、

雨
に
打
た
れ
、
特
に
散
り
際
の
イ
サ
キ

ヨ
サ
な
ど
掌
ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
。

二
度
と
な
い
人
生
。
今
日
一
日
、
一

日
を
大
切
に
生
き
て
ゆ
こ
う
と
改
め
て

感
じ
て
い
る
自
分
で
あ
る
。


